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R59a Chandra衛星によるスターバースト銀河NGC 1808の研究
○平家 和憲、粟木 久光 (愛媛大学)

NGC 1808は距離 10.9 Mpcにあるスターバースト銀河である。ASCA衛星による観測でNGC 1808のX線ス
ペクトル中にHe-likeなMgと Siの強い輝線が存在する事が明らかになった。さらに、NGC 1808の化学組成は、
特に鉄の組成が他のスターバースト銀河より高い事を明らかにした。一方で、この銀河の硬X線成分が時間変動
を示す事や、大きな吸収を受けているなどの活動銀河核の存在を示す結果も得られている。我々はX線天文衛星
ChandraによるNGC 1808の観測データを用いて、この銀河内に存在するX線点源と diffuse emissionの解析を
行った。X線画像解析から NGC 1808の中心領域には強い diffuse emissionがあり、その中心には 2つの明るい
X線点源が存在することが明らかになった。この diffuse emissionのX線スペクトルにはASCA衛星での観測と
同じくHe-likeなMgと Siの輝線が検出され、1keV付近の形状は Fe L輝線によりもり上がっていた。NGC 1808
の中心付近にある明るい点源の 1つはNGC 1808の銀河中心とほぼ同じ位置にあり、X線光度は 5×1039 ergs s−1

であった。この X線点源のスペクトルの soft bandの形は NGC 4388で発見された光電離プラズマに似ている。
別の 1つは銀河中心から約 2′′離れたところに位置している。この天体のスペクトルは強い吸収を受けていた。X
線光度は 1×1040 ergs s−1であり、これはこの天体が中質量ブラックホールである可能性を与える。
本講演では上記の結果に加え、NGC 1808と他のスターバースト銀河の比較から考えられるスターバースト銀
河の進化を議論する。


